
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

399 ○ 管理経費

分野別目標 2 ○ 法定受託事務

政 策 1

施 策 4

基本方針 3

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel） 森野　吉晴(453-0055) 「３つの約束・４４の約束」との関連性

関連課 まちを元気に 人を元気に 非該当

○

４４の約束 ○

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 計画 決算 決算 計画 決算

4,340 11,341 3,532 3,532 3,532

- - -18.6% 0.0% 0.0%

13,512 16,398 16,398 16,398 16,398

0

13,512 16,398 16,398 16,398 16,398

2,170 1,786 1,410 1,410 1,410

3,329

2,170 6,226 2,122 2,122 2,122
1.82 2.19 2.19 2.19 2.19

0.00 0.00 0.00 0.00 0

３　目標及び実績
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度目標値

実績値 4,021

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 92 94 95 96

実績値 92

全体目標値 96 全体目標達成度 95.8% 年度別達成度 100.0%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

単位

実
施
内
容

市内で発生した食中毒、苦
情、感染症における被害拡大
防止と原因究明のための病原
体検出及び遺伝子検査
麻疹疑い全例及び風疹・CRS患
者サーベイランスの遺伝子検
査
SFTSウイルス、MERSウイルス
等の新たな感染症の患者の発
生動向監視のための検査

市内で発生した食中毒、苦
情、感染症における被害拡大
防止と原因究明のための病原
体検出及び遺伝子検査
麻疹疑い全例及び風疹・CRS患
者サーベイランスの遺伝子検
査
SFTSウイルス、MERSウイルス
等の新たな感染症の患者の発
生動向監視のための検査

市内で発生した食中毒、苦
情、感染症における被害拡大
防止と原因究明のための病原
体検出及び遺伝子検査
麻疹疑い全例及び風疹・CRS患
者サーベイランスの遺伝子検
査
SFTSウイルス、MERSウイルス
等の新たな感染症の患者の発
生動向監視のための検査

市内で発生した食中毒、苦情、
感染症における被害拡大防止と
原因究明のための病原体検出及
び遺伝子検査
麻疹疑い全例及び風疹・CRS患
者サーベイランスの遺伝子検査
SFTSウイルス、MERSウイルス等
の新たな感染症の患者の発生動
向監視のための検査

市内で発生した食中毒、苦
情、感染症における被害拡大
防止と原因究明のための病原
体検出及び遺伝子検査
麻疹疑い全例及び風疹・CRS患
者サーベイランスの遺伝子検
査
SFTSウイルス、MERSウイルス
等の新たな感染症の患者の発
生動向監視のための検査

平成29年度

計画

0.0%

16,398

事業費 3,532

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

伸び率（％）

活
動
指
標

そ の 他

検査実施項目数（新興感染症等検査）

0

指標名及び達成状況

国庫支出金

県支出金

16,398

1,410

人件費

常勤職員

非常勤職員

消耗品費250千円、医薬材料費2,570千円、管理委託料712千円

2.19

小計

事
業
費
等
 
千
円

平成26年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

成
果
指
標

単位 項目

2,122一般財源（税等）

市　　債

93

主な予算内訳

衛生研究所における検査可能項目数（新興感染症等検査）

単位 項目

単位

事業進捗管理シート

新興感染症等検査体制強化事業
事業区分(1)

事業経費

その他

生活衛生対策の推進

個人を尊重し、人々がともに助け合う優しいまち

その他

○

款

事業種別

検査体制の強化

事業区分(2)
自治事務

地域福祉と健康づくりの推進

保健衛生費

目 衛生研究所費

一般会計

衛生費

会計・
予算区分

事業期間 ～ 大事業

項

衛生研究所事業

平成２７年度 平成２８年度平成２５年度 平成２６年度

食品衛生法・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
食中毒、感染症、有症苦情が発生した場合、行政依頼に基づき下記の検査を実施し、発生原因を究
明し、感染拡大防止のために疫学解析を行う。
　○患者及び患者接触者、調理従事者等検体（糞便、血液、吐物など）、食品、水、包装容器、調
理器具、施設等に対する細菌及びウイルス検査
　　・細菌、ウイルス培養及び性状確認検査による病原微生物検出
　　・リアルタイムPCR法、LAMP法等の遺伝子検査による病原微生物検出
　○検出微生物について、DNAｼｰｸｴﾝｻ装置、ﾊﾟﾙｽﾌｨｰﾙﾄﾞｹﾞﾙ電気泳動装置等による遺伝子解析検査
新興感染症等に対応するための最新検査法導入、技術検討
情報収集及び疫学調査や微生物性状等に係る調査研究

高度化、多様化する病原微生物による健康危機管理事象に対応
するため、最新検査法の導入に努め、調査研究により技術力を
高め、検査体制の強化を図る。
また、感染症の発生動向を把握することで、新たな感染症を早
期に探知し、感染の拡大、蔓延を防止する。

衛生研究所

総務企画課、生活保健課、保健対策課等 産業を元気に

会計

平成２９年度

新興感染症等検査体制強化事業事項

３つの約束

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


